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ルピーは約 50kcaljmole である。約500 0Cで加熱脱色した煙水品において，活性化エンルビーは約20kcalj
mole と透明水晶と同じ値である口加熱脱色煙水品にX線照射すれば再び着色し.JH*は約50kca1/mole とな
る。しかし r 線を照射すれば.JHキは照射量と共に増加し約107r でほぼ一定値約45kcal/mole になる。つまり
誘電分散に対するX線照射と T線照射の影響は異る。 r 線で着色しない透明水品の誘電分散の活性化エンタ
Jレピーは T 線照射しでも変化しない。乙の結果から酸素原子の格子欠悶に，透明水品において水分子がと
らえられ，煙水晶において OH イオンがとらえられている。 煙水品を加熱することによって OH はH→
と結合し，水分子になり， X線照射で再び解離する。水分子，水酸基イオンの近くに Na+ イオンがあり，
交流電場によって Na+ が動くために， H 2 0 , OH は配向しなければならず，この時の活性化エネルギー








た。緑柱石において誘電分散の活性化エンタルピーは約30kcaljmole で， X線， r線の影響を受けない口直
流電気伝導の活性化エネルギーは約15kcal/mole である o .dH*の値， c車Iliのトンネル内にOH-イオンが含
まれことから OH-イオンの配向にもとづくと結論される口低周波数領域の誘電体損はX線， r 線によって
変化する。乙のことからX線， r 線による結晶格子の日部的乱れについて議論する。
キン青石において活性化エンタルビーは 13kcal/mole と 24kcal/mole であった。 禄柱石及び*r詰と比




チした場合について測定した。コランダム研磨した場合，乳白水品で同時に反射する， (1120) 十 (1122) , 
(1122) 十 (1120) の 2 回反射強度は他の水晶に較べて大きい。理想格子であれば，反射強度は (1120) 十 (112









収の測定を併用し，さらにX線照射， r 線照射の影響を調べfこ結果が述べられており，第 2 部では低温型






視し得ないことを X線ならびに r 線照射試料についての測定結果から推定した点はこれまでのこの種の誘






第 2 部における業績は，低温型セキエイのC 面における禁制X線反射が 2 凶反射であることを碓めたと
とである。しかも，この 2 固反射強度の相対比を利用して，特定の面における原子配列の百しれを拡定し，
さらに回折線のプロフイノレの微細構造からクリスタリット聞の傾きの角度の算出にも成功した口その他，
コランダム研磨とフッ化水素エッチングによる反射強度の違いをも確め，結品組織の乱れに対する新しい
事実を見出した。各種試料についてのこの種の格子不整と誘電分散の様相の相在とも互に矛店する乙とな
く説明できることを示し，第 1 部のffr論と関係づけている口
シリカ及びケイ酸塩鉱物の高温誘電分散現象のように多くの原凶の重なった複雑な現象に対し，種々の
実験方法を巧妙に!駆使し，また適切な多くの対比物質を試料として，これまでの諸説に対し，さらに一段
と分子論的解釈を進めた乙とはこの論文が理学博士の学位論文として十分の価値あるものと認められる。
- 24 ー
